
昨今、日本各地でさまざまな自然災害が発生し、私たちの身近でいつ起きても
おかしくない状況になっています。そこで今回の研究会では、災害対策について
の学びを深めるとともに、実際に災害が発生した場合を想定したシミュレーション
を行う事で、災害時の対応や在宅で医療機器を日常的に使用しているお子さん
やご家族に対する支援のあり方など、皆様と一緒に考える機会にしたいと考えて
おります。
多くの方々のご参加をお待ちしています。

令和元年12月15日（日）
13：30～16：00（受付13：00～）

大垣市情報工房 5階 スインクホール

13：30～13：35 開会あいさつ
大垣市民病院 副院長 坪井 英之

13：35～14：10 講演
「三重県版災害時対応マニュアル・ノートの

完成まで経緯と避難訓練の試み」
三重大学医学部附属病院 小児科医師
小児トータルケアセンター センター長 岩本 彰太郎

14：10～14：20 休憩
14：20～15：30 グループワーク

「災害発生を想定した机上シミュレーション」
アドバイザー：救急看護認定看護師 沖 将義

15：30～15：55 発表
15：55～16：00 閉会あいさつ

大垣市民病院 副看護部長 日比 香

災害発生を想定してシミュレーションしようテーマ

日 時

場 所

お問い合わせ：大垣市民病院 新生児集中治療室/新生児治療回復室（担当：升澤）
〒503-8502 大垣市南頬町4-86 TEL：0584-81-3341 FAX0584-75-5715

※裏面の申込用紙にて12/12までに、FAXでお申し込みください



第4回岐阜県西濃圏域小児在宅医療研究会 参加申込書

お申し込みはFAXでお願いいたします
FAX：0584-75-57（大垣市民病院NICU/GCU 升澤宛）
申込締切：令和元年12月12日（木）
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会場へのアクセス

大垣市情報工房 5階 スインクホール（大垣市小野4丁目35番地10）

＜自家用車＞
国道21号線
和合インターチェンジから
車で約2分

＜公共交通機関＞
大垣駅（JR・樽見鉄道・
養老鉄道）から
名阪近鉄バスで約15分
大垣駅南口3番のりば
「ソフトピアジャパン方面」


